
（科目コード ： 7001720162Y1）
【改訂】第15版（2017-03-14）
【科目】英語B
【科目分類】 一般科目 【選択・必修の別】必修 【学期・単位数】通年・2単位
【対象学科・専攻】 1組  2年
【担当教員】 前期：八鳥　吉明

後期：八鳥　吉明

【授業目標】
□　教科書に出てくる英単語の意味と発音を理解できる。
□　教科書に出てくる英熟語の意味と発音を理解できる。
□　基本英文法の理解に基づきながら、英文を読むことができる。
□　基本英文法の理解に基づきながら、英文を書くことができる。
□　音声から英文の内容を理解し、また英文を音読することができる。

【教育方針・授業概要】
１．単語・熟語・・単語・熟語の習得を通して語彙力をつける。
２．英文法・・・・演習問題を通して英文法の基本事項を習得する。
３．英文読解・・・単語・熟語・英文法の知識を有機的に結び付けて英文を読む訓練を行う。
４．英作文・・・・単語・熟語・英文法の知識を有機的に結び付けて英文を書く訓練を行う。
５．リスニング・・音声から英語を理解する訓練を行う。
６．発音・音読・・英単語の発音に注意を払い、英文の音読訓練を行なう。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：Circuit 読解力・作文力のための重要表現 Basic 55：米山達郎編著：いいずな書店：9784864600842
参考書：総合英語 be New Edition：平賀正子監修、鈴木希明編著：いいずな書店：9784864600156
※ 授業では、教科書を独自に再編集したプリント教材を使用する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
授業形式：座学
使用機器：CD プレーヤー

【メッセージ】
主体的に取り組み、「実力」をつけて下さい。
そのために、予習・復習を確実に行って下さい。
手を抜かず、地道に学習を続けることで、「実力」を自分のものにすることができるでしょう。

【事前に行う準備学習】
授業毎に、次回の授業までに準備しておくべきことを具体的に指示するので、予習してきて下さい。

【成績評価方法】
[前期]中間試験：20％,期末試験：20％,レポート：10％
[後期]中間試験：20％,期末試験：20％,レポート：10％

【達成目標】
　 達成目標 割合 評価方法

1 単語・熟語・英文法の理解に基づきながら英文を読み、書くことが 50 % 4回の定期試験で40％の評価に対応させる。課題の

できる。 内容で10％の評価を行なう。

2 英文に関連するさまざまな演習問題を解くことができる。 50 % 4回の定期試験で40％の評価に対応させる。課題の

内容で10％の評価を行なう。

【本校の学習・教育目標】
◎(E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身に付ける

【授業計画】（英語B）
回数 授業の主題 内容 レポート 宿題

第1回～第7回 01～14 時制、助動詞、仮定法、不定詞など 課題(＝宿題) 英文読解と

提出 英作文の演習

第8回 前期中間試験 既習の学習事項の確認

第9回～第15回 15～28 不定詞、動名詞、分詞、使役動詞、知覚動詞など 課題(＝宿題) 英文読解と

提出 英作文の演習

第16回～第22回 29～42 分詞、関係代名詞、thatを含む構文、接続詞asなど 課題(＝宿題) 英文読解と

提出 英作文の演習

第23回 後期中間試験 既習の学習事項の確認

第24回～第30回 43～55 比較、接続詞、倒置、強調、否定など 課題(＝宿題) 英文読解と

提出 英作文の演習


